
市場

上場承認日

上場予定日 売上高

主幹事証券 営業利益

監査法人 経常利益

URL 当期利益

証券コード 総資産

設立（創業）年月 純資産

●事業内容　(セグメント別・商品別。特に記載しない限り、数値は直前期。単位：百万円）

①

②

・

・

●財務諸表より　（特に記載しない限り、数値は直前期。単位：百万円）

現預金 仕入債務

営業債権 営業債務 粗利率

たな卸資産 有利子負債 営業利益率

無形固定資産 未払税金 経常利益率

資産合計 負債合計 当期利益率

・

・

・

●その他　（リスク情報、株式公開情報等より）

株主構成 資金調達(目論見書発行価格)

(千株） 公募調達額

創業者 売出見込額

創業者一族 時価総額

その他役員 役員構成

従業員、従持会 取締役

VC （うち社外）

その他株主 監査役

合計 （うち社外）

・

・

・

http://valuedesign.jp/
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IPO前

10 △187 163

3960

　セグメント別情報

ハウスプリペイドカード事業

ブランドプリペイドカード事業

その他（全社費用含)

12.4%

862 976

 △14.2%

1.0%  △15.1%

2.0%  △44.2%

2.0%

①自社ブランドで発行可能なサーバー管
理型プリペイドカードシステムの提供
②従来のハウスプリペイドカードの機能
に、VISA/Master 等の国際ブランド加盟
店での決済機能を搭載したカード（クレ
ジット機能はなし、事前入金額を限度とす
る）を提供

11.6%

0.9

IPO直前段階で、社外取締役が存在しない。コーポレートガバナンスの状況には、上場後1年以内に社外取締役を1名選任する予定である旨の記

載はあるが、リスク情報では何も触れられていない（なお、監査等委員会設置会社への移行予定の有無についても未記載）。
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10.0%

9.2%

議決権 潜在込 議決権 潜在込

1,589
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0

1,4091,141 1,321

1.4% 48 3.7%

総資産は8.6億円と小規模。主に現預金（2.3億円）と営業債権（3.0億円）など。業態的にソフトウェアの比率が高くなりそうだが、直前期にリース資
産等を含め4.1億円の減損損失を計上（②事業）したことにより、ソフトウエア計上額は1.4億円にまで減少している。

取締役・従業員向けに多数のストックオプションを発行しており、潜在株式がIPO前で発行済株式総数の15.8%存在している。
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調達予定額は、4.6億円。主に設備資金に充当する予定。これにより、全国規模で展開している飲食チェーン店や年間売上1,000億円を超える
スーパーマーケット・ドラッグストア等の受注拡大にも対応可能になる見込み。

288

3

128 11.2% 224 16.9% 9.1% 224 14.1%
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43.8%
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16 1.1% 48 3.0%

151 11.4% 5.5%

同社は、サーバー管理型プリペイドカードシステムを提供しており、企業は専用端末を設置するのみでプリペイドカードシステムを導入することが
できる。導入店舗のデータは一元的にサーバ管理したうえ、可視化する分析ツールを用いることで、販促施策の効果検証・効果分析を容易に行
えるようになっている。2016/6時点で、48,239店/累計21,136千枚の導入実績（①事業）を持つ。

②事業は、nanaco/WAON等の国内カードと違い海外でも利用できるのが強みであり、かつ、事前入金額に限定されるため使いすぎる心配がな

いこと、入会審査が不要であり発行が容易であることが特徴。2014/6期より事業をスタートし、累計7,749千枚（2016/6時点）発行しているが、直近
の発行枚数の伸びは①事業ほどではない。なお、大日本印刷㈱との協業になることが多く、売上高の25.9%（2015/6期）が大日本向けである。

同社サービスの導入企業は飲食・小売業が多く、夏季商戦前に導入需要が高くなることから、第4四半期（4～6月）の売上高が高くなる傾向にある

（2015/6期4Qの売上は、全体の31.4%）。
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※ご留意事項
本書は証券取引所のサイトにアップされた「上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）」など、一般的に公表された情報を基に、新規上場予定企業の概要をお伝えする
ことを目的として作成しております。内容に一部作成者の私見が含まれることがありますが、投資行動への指図や投資勧誘を目的としたものではありません。また本書の作
成誤り・事実誤認等により利用者に経済的損害が生じた場合も、これを補填する義務は一切存在しませんので、予めご了承ください。
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IPO Review

株式会社 バリューデザイン

△550 150

東証マザーズ

SMBC日興証券

トーマツ

主要業績数値

（単位：百万円）

2014/6

（直前々期）

1,031

2016/8/22

2016/9/26
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20

2015/6 2016/6

1,243 1,631

△176 188

直前期は営業損失（1.8億円）を計上している。詳細は不明だが、立ち上げたばかりの②事業においてコスト負担できるだけの売上計上ができな
かったものとみられる。結果として、直前期は上述の減損損失と合わせ当期損失5.5億円と大幅赤字だが、償却負担が軽減したこともあり申請期は
黒字基調となっている。業績を直前まで見たためか、上場予定日は申請期の株主総会直前。

（申請期）
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